
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
思考・判断・表現を下支えする「知識・技能」の確実な定着と自ら学びに向かう力及び、自
分の考えや学習して得た知識などを筋道を立てて発表できる能力を育成する。

数学については1年次少人数指導を実施し、よりきめの細やかな授業を実践する。【通年】
定期試験前に放課後自主学習教室を開設し生徒の自発的な学習を支援する。【定期試験前　各３回程度】  学級活動等
で話し合い活動を活性化させ自己の考えを根拠を示しながら発表できる機会を持つ【通年】
スタディサプリ」「ドリルパーク」等、知識・技能を育成する教材を活用し、授業内だけでなく、課題として配信・配付する
ことで、基礎的・基本的な内容の反復練習の機会とする。【１か月に１度以上】

⇓

評価（※）

学力向上策の
実施状況

⇓

③

学力向上策の
見直し

中間評価さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況 特徴的な結果

全国学力・学習状況調査結果の分析②

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和８年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【土屋中学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


